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区役所（出張所を除く）の一部窓口業務は
毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）の19時まで延長しています

　若松区役所で行っている下記の相
談業務については、島郷出張所でも
相談できます。市営住宅の入居相談
＝7月20日㈭14～16時。♥北九州市
住宅供給公社☎531・3030へ。

島郷出張所でのオンライン 
相談（実証実験）

　7月26日㈬9～11時30分、ホテルルー
トイン北九州若松駅東（本町三丁目）
前の広場で。♥若松区役所コミュニ
ティ支援課☎761・5324へ。

「社会を明るくする運動」
バザー

　7月26日㈬10～12時と13～16時、
若松区役所で。対象は体重50㎏以上
で18歳（男性は17歳）～69歳（65歳以
上は60～64歳の間に献血経験がある
こと）。年齢の分かるものが必要。♥

若松区役所コミュニティ支援課☎
761・5324へ。

　ロボットの操作体験。ロボット工場
見学や女性技術者・北九州市立大学
の学生との座談会などもあり。8月3
日㈭13～17時、安川電機みらい館

（八幡西区黒崎城石）で。対象は女子
中学生。定員は16人。＃7月21日まで
に北九州市立大学ひびきのキャンパス

（ひびきの、☎695・3340）へ。

400ml献血にご協力を

安川電機ガールズデー（北九
大コラボ企画）参加者を募集

　対象は小・中学生。サイズは、はが
きサイズ（100㎜×148㎜）。着色、画材
は自由。標語など文字を入れることは
不可。入賞作品には賞状などを進呈。
テーマは「未来に残そう青い海」で、指
定する内容で作成。＃9月8日までに
若松海上保安部☎761・4353へ。

　折尾駅北側駅前広場の一般車乗降
場は、駐車禁止区域です。駅前広場の
混雑や周辺道路の渋滞の緩和のた
め、乗車待ち（5分以上の停車は駐車
になります。）の車は、駅前広場中央
にある20分無料の駐車場をご利用く
ださい。♥建築都市局折尾総合整備
事務所☎602・3108へ。

未来に残そう青い海・
海上保安庁図画コンクール

折尾駅前広場の一般車乗降
場の利用に関するお願い

くきのうみ花火の祭典
　洞海湾に浮かぶ台船からの打ち
上げ花火や、若戸大橋から滝のよ
うに流れ落ちる仕掛け花火「ナイ
アガラ」など、約4000発が夜空に花
を咲かせます。7月29日㈯20～20
時40分、若戸大橋周辺で。荒天時
中止。

「くきのうみ花火の祭典」
7月29日㈯交通規制のお知らせ
★くきのうみ花火の祭典は荒天時中止

  車両通行禁止区域（17～22時）
  車両通行禁止区域（18時30分～22時）

●若戸大橋　 20時25～45分頃、仕掛花火のため全面通行止めとなります。
この時間帯は若戸トンネルをご利用ください。

　♥若松区役所総務企画課☎771・3559へ。

夏の交通安全県民運動
　7月10日㈪～19日㈬は夏の交通安全県民運動期間です。 
運動の重点項目は
▶飲酒運転の撲滅
▶こどもと高齢者の交通事

故防止
　〜横断歩道マナーアップ

運動の推進
▶自転車のヘルメット着用

と交通ルール遵守の徹底
　交通ルールを守り、交通
事故のない若松区を目指し
ましょう。
　♥若松区交通安全推進協議会☎761・0039へ。

若松区の未来を考えるパネルディスカッションを開催
　新たな市のビジョンの策定にあたり、若松区の将来のまちづくりについて
考えるパネルディスカッションを開催します。若松区内2カ所で行うイベントの
参加者を募集します。▶北九州学術研究都市学術情報センター（ひびきの）＝
7月22日㈯。先着100人　▶旧古河鉱業若松ビル（本町一丁目）＝8月20日㈰。先
着50人。♦13～15時。＃7月18日から若松区役所総務企画課☎761・4045へ。

若松区役所総務企画課 ☎761・0039  751・6274編集

●時間は24時間表記。
●料金について記載のない催しは
　入場無料（参加無料）。
●はがき・往復はがき・電子申請の
　応募方法は11ページを参照。
＃＝申し込み　♥＝問い合わせ
♦＝共通の内容　＊＝市の担当課
￡＝ネット窓口（電子申請）

高塔山夜景キャッチコピー「河童の愛した宝石箱」

令和5年
2023157/

若松区人口 7万8517人、世帯数3万4173世帯（令和5年6月1日現在）
北九州市人口 91万7988人（男43万3296人/女48万4692人）、世帯数 43万8606世帯

広告の申し込みは㈱キョウエイアドインターナショナル ☎〈03〉5860・9468まで。　※広告内容と北九州市とは直接関係ありません。
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